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技術開発
（基礎・基盤、応用）

実環境下試験

規制・基準・標準

情報発信／社会受容性獲得

国際連携・協調・展開

➢ 「技術開発」 ⇔ 「実環境下試験」 ⇔ 「規制・基準・標準」 を連携させ、一体で実施。
➢ 水素市場の創出・拡大、日本企業の海外展開を見据えた国際連携に加え、積極的な情
報発信活動により、水素社会・水素エネルギーの社会受容性向上を目指す。

基本的な考え方



NEDOの燃料電池・水素関連事業

201520142013 2016 2017 2018 2019

水
素
社
会

固体高分子型燃料電池利用高度化技術開発事業

水素利用等先導研究開発事業

2020

超高圧水素インフラ本格普及技術研究開発事業

固体酸化物型燃料電池等実用化推進技術開発事業

燃
料
電
池

水素利用技術研究開発

2021 2022 2023 2024

グリーンイノベーション基金事業
(2021～2030FY）

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた
共通課題解決型産学官連携研究開発事業
（2020～2024FY）

水素社会構築技術開発事業（2014～2025FY）

競争的な水素サプライチェーン
構築に向けた技術開発事業
（2023～2027FY）
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革新的技術開発 要素技術の研究開発～技術実証 大規模化・商用化実証

製
造

輸
送
・
貯
蔵

利
用

分
野
横
断

NEDO事業の関連性

水素社会構築技術開発事業

競争的な水素サプライ
チェーン構築に向けた
技術開発事業

グリーンイノベーション基金事業

・ 水素発電技術（混焼、専焼）の実機実証

超高圧水素インフラ本格
普及技術研究開発事業

•水素ステーションのコスト低減等

•再エネ由来電力等による
水素製造技術開発

•国内外の未利用資源を活用し
た水素の製造・輸送・貯蔵技
術開発（終了）

•水素ガスタービン等を用いた発電
システム等の技術開発（終了）

•地域で水素を利活用するためのポテンシャル調査、水素社会のモ
デル構築実証

•水素サプライチェーン構築に向
けた要素技術の更なる高度
化、低コスト化、多様化に向
けた技術開発

• 水素輸送技術等の大型化・高効率化技術開発・
実証

・ 革新的な液化、水素化、脱水素技術の開発

• 水電解装置の大型化技術等の開発、Power-
to-X 大規模実証

・ 水電解装置の性能評価技術の確立

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業（燃料電池システム）

水素利用等先導
研究開発事業

・ 液化水素関連材料評価基盤の整備

・ 国内規制適正化、国際標準化

• 2040年以降の長期
的な視点で社会実
装を目指す技術開
発

（例：高効率水電解、
メタン熱分解、超効率
水素発電、エネルギー
キャリア、等）

共通基盤技術開発

・ 材料・製品の品質評価、安全評価等

燃料電池等利用の飛
躍的拡大に向けた共
通課題解決型産学官
連携研究開発事業
（水電解システム）

（終了事業）

（終了事業）

脱炭素化・エネルギー転換に資する我が国技術の国際実証事業

地域水素利活用技術開発（地域モデル）
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事業概要

◼水素の社会実装に向けては、各需要に対して、水素サプライチェーンを構築することが重要。

◼水素は新たな燃料であり、その技術はまだ発展途上。そのため、引き続き更なる技術革新を通じたコストの低減
を図る必要がある。加えて、新たな技術や用途での実装に際して、安全性を検証しつつ、規制の整備及び合理
化を行う必要がある。

◼本予算では、過去の事業の成果を踏まえ、グリーンイノベーション基金との役割分担等に留意しつつ、水素サプラ
イチェーン構築に際して、必要な要素技術開発に加え、規制整備や国際標準化のために必要なデータ取得等
を支援する(委託、補助)。

2022年度まで実施した「水素社会構築技術開発事業」及び「超高圧水素インフラ本格普及技術研究開
発事業」の分野を統合した事業を行う。事業期間は、2023～2027年度（5か年）。

競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業

研究開発項目Ⅰ「大規模水素サプライチェーンの構築に係る技術開発」

研究開発項目Ⅱ「需要地水素サプライチェーンの構築に係る技術開発」

研究開発項目Ⅲ「水素ステーションの低コスト化・高度化に係る技術開発」

研究開発項目Ⅳ「共通基盤整備に係る技術開発」
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⚫ 研究開発項目Ⅰ

  「大規模水素サプライチェーンの構築に係る技術開発」
水素サプライチェーンの構築のために必要となる、水素等運搬船や国内受け入れ基地等の

大規模海上輸送機器、水素発電等に関する各種機器の大型化・多様化・高効率化に資

する技術開発を実施する。加えて、材料の信頼性評価手法の確立や技術基準・安全基準

の策定に資する研究開発を支援する。

⚫  研究開発項目Ⅱ

「需要地水素サプライチェーンの構築に係る技術開発」
需要地での水素供給コストの低減のため、水素製造装置や圧縮機、液化器、パイプライ

ン、ローリー、トレーラー等の個々の需要地での水素サプライチェーンの構築に必要となる各種

機器の技術開発を実施する。加えて、水素製造装置の高圧化対応等を図るための技術基

準の検討・評価及び水素パイプラインにおける安全性評価に係る技術基準の作成に資する

取組を行う。

競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業

事業概要
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⚫ 研究開発項目Ⅲ

「水素ステーションの低コスト化・高度化に係る技術開発」
水素ステーションの低コスト化、高度化に資する水素貯蔵設備、圧縮機、蓄圧機、プレクーラー、ディスペンサー等の技術開発を実施する。

国際標準・基準に関する活動に継続して取り組む。加えて、航空機・船舶等への多用途適用を図る。

⚫  研究開発項目Ⅳ

「共通基盤整備に係る技術開発」
水素社会構築実現のために共通基盤的に必要となる材料・製品の品質評価、安全評価等に資する技術開発等を実施する。具体的には、

水素環境下における鋼材のデータベース構築や液化水素関連製品の品質管理設備の設置等に取り組む。

競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業

事業概要
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事業概要（研究開発項目）
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テーマ名 実施予定先

大型液化水素貯槽実現に向けた極低温・水素環境下材料信頼性評価法確立および社会受容のための実大試験 国立大学法人東京大学

大型液化水素貯槽からの大量漏洩・拡散等のシミュレーション手法の開発及び設置基準の整備に向けた調査研究

特別民間法人高圧ガス保安協会

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

国立大学法人横浜国立大学

液化水素輸送・荷役システムの国際標準化に向けたデータ取得並びに大容量水素気化システムの実証 技術研究組合ＣＯ２フリー水素サプライチェーン推進機構

研究開発項目Ⅰ 「大規模水素サプライチェーンの構築に係る技術開発」

テーマ名 実施予定先

大規模水素サプライチェーンの構築に係る水素品質に関する研究開発
ＥＮＥＯＳ株式会社

株式会社ＪＥＲＡ

大規模アンモニア分解向けオートサーマル式アンモニア分解触媒の技術開発

株式会社ＪＥＲＡ

株式会社日本触媒

千代田化工建設株式会社

大規模外部加熱式アンモニア分解水素製造技術の研究開発

日揮ホールディングス株式会社

株式会社クボタ

大陽日酸株式会社

液化水素貯槽の大型化に関する研究開発 トーヨーカネツ株式会社

大流量・高圧・高効率な液化水素昇圧ポンプの開発 株式会社酉島製作所

低炭素社会実現に向けた水素30vol％超混焼ガスタービン発電設備の研究開発 三菱重工業株式会社

液化水素タンクの高能率製造工法の開発 川崎重工業株式会社

液化水素の高効率・海上大量輸送技術の開発 川崎重工業株式会社
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研究開発項目Ⅱ 「需要地水素サプライチェーンの構築に係る技術開発」

テーマ名 実施予定先

水素輸送トレーラーの大容量化・低コスト化実現のための技術開発と規制・基準適正化に関す

る調査

日本エア・リキード合同会社

川崎重工業株式会社

一般社団法人水素バリューチェーン推進協議会
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研究開発項目Ⅲ 「水素ステーションの低コスト化・高度化に係る技術開発」

テーマ名 実施予定先

プレクール冷凍設備に替わる新プロセス技術の開発
国立大学法人九州大学、国立大学法人佐賀大学、トキコシステムソリューションズ株式会社

一般財団法人石油エネルギー技術センター、国立研究開発法人産業技術総合研究所

カーボンニュートラルに向けた水素技術に係るISO/TC197国際標準化及び国際連携の推進の

ための研究開発

一般社団法人水素供給利用技術協会

一般財団法人日本自動車研究所

水素ステーション低コスト化・高度化基盤技術開発

国立大学法人九州大学、一般社団法人水素供給利用技術協会、一般財団法人化学物質

評価研究機構、国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構、ＮＯＫ株式会社、髙石

工業株式会社、日本ピラー工業株式会社、ＮＴＮ株式会社、一般社団法人日本ゴム工業会、

株式会社キッツ、株式会社フジキン

ＨＤＶ用水素充填プロトコルの研究開発
一般社団法人水素供給利用技術協会、株式会社本田技術研究所、トキコシステムソリューショ

ンズ株式会社、一般財団法人日本自動車研究所、国立大学法人九州大学

マルチフロー対応水素計量システム技術に関する研究開発
国立研究開発法人産業技術総合研究所、株式会社タツノ、トキコシステムソリューションズ株式

会社、一般社団法人水素供給利用技術協会

テーマ名 実施予定先

大容量高圧ガスブースター式水素圧縮機の技術開発 川崎重工業株式会社
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テーマ名 実施予定先

中空試験片を用いた低温高圧水素環境での材料特性評価に係る研究開発 国立研究開発法人物質・材料研究機構

研究開発項目Ⅳ 「共通基盤整備に係る技術開発」

テーマ名 実施予定先

水素社会構築に向けた鋼材研究開発

一般財団法人石油エネルギー技術センター

国立大学法人九州大学

特別民間法人高圧ガス保安協会

一般財団法人金属系材料研究開発センター

愛知製鋼株式会社

大同特殊鋼株式会社

株式会社ＴＶＥ

株式会社デンソー
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情報発信 FH2Rを中心とした情報発信活動

➢ FH2Rでは国内外の業界団体、政府関係者、学生や地元市民をはじめとした一般の方などによる施設視察を積極的に受入れ。2022年
度はプロジェクト事業者等と協力して約360件に対応。

➢ 海外からの視察訪問も30カ国以上に上るなど、水素社会の構築に向けた普及・啓発活動の拠点として活用。
➢ 主に福島県内に向けた定常的な水素提供に加え、耐久レースをはじめとしたイベント等にも水素提供を行うなど積極的にPR。

↑2022年に新たに研究開発棟を設置。水素及びFH2Rについてより理解が深まるよう、
研究開発棟の展示ルームを活用しながら見学者への説明を実施。

←スーパー耐久レースで水素エンジン車両
の燃料の一部に、FH2Rで製造した水素
を提供。2022年度は、富士、菅生、モビ
リティリゾートもてぎ、岡山、鈴鹿の6戦に
水素供給。

←自転車ライドイベント「ツールドふたば」
のサイクリング大会走行コースにFH2Rが
組み込まれた。約120名の一般参加者
を受入れ。普段馴染みのない方々に向
けて、水素やFH2Rの取組をPR。
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➢ 「水素社会構築技術開発事業／総合調査研究／水素社会実現に向けた情報発信に関する調査研究」では、日本教育新聞社の企画協
力のもと、スーパーサイエンススクール指定校の高校生を対象に、水素について深く学んでもらうプログラムを実施。

➢ 2050年カーボンニュートラル社会の担い手となる世代に、百聞は一見に如かずのとおり、実際に技術に触れ知的好奇心を高める機会を創出。

プログラム参加者（高校生）のコメント抜粋
• 自国で必要なエネルギーを供給できる、本当に夢のある次世代エネルギーだなと感じています。東日本大震災の被害に遭った浪江町でこうした新しいエ
ネルギーの取り組みが行われていることにも感動しました。将来は研究職に就きたいと思っており、水素関連のことも研究できたら面白いなと思いました。

• 道の駅に発電機が置かれていたりするのを見て、新しい未来が見えた気がします。水素が身近なところで利用されていることを実感できました。科学部で
水素を研究テーマとして考えてみたいですし、話題に上がったときに説明できるようになりたいと思いました。

オンライン講義 実験・講義 施設見学

NEDOによる講義の様子

• 「水素の今、未来」をテーマに、水素の
性質や安全性、水素エネルギーの仕
組みについて講義。

• つくる、ためる・はこぶ、つかうの要素別
に関連技術を紹介。

水素カーを走らせる実験

• オンライン講義で学習した内容を踏
まえ、施設見学会当日の前半には
実験・講義を受講。水素エネルギー
のメカニズム・働きについて理解を深
める。

FH2R × 安積高校 トヨタ自動車本社工場 × 豊田西高校

Hy touch 神戸/神戸CGS × 長田高校 九州大学 × 香住丘高校

情報発信 次世代に向けた情報発信活動①
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➢ 高校生向け教育プログラムの他にも、 2050年カーボンニュートラル社会の担い手となる小中高生向けの情報発信活動として、出張授業や
施設見学会を実施。

●環境省次世代ツアー
環境省主催の「福島、その先の環境へ。ツアー」の一環として、中高大学
生がFH2Rを見学。
https://kankyosaisei.env.go.jp/next/sonosakitours/report/
05.html

●TOYOTA GAZOO Racingほかとのコラボ課外授業
福島県立松川小学校にて課外授業を実施。NEDOによる講義に加え、水素
エンジンGRヤリスの同乗走行などを体験。
https://twitter.com/TOYOTA_GR/status/1649360407013003264

●理系コンクール表彰者向け見学会
福島県算数数学ジュニアオリンピック等の
理系コンクールで表彰された小中学生向
けのFH2R見学会を県教育委員会と連
携して実施。
https://www.pref.fukushima.lg.j
p/uploaded/attachment/550321.
pdf 

情報発信 次世代に向けた情報発信活動②

●サイエンススプリング社会科見学
仙台市と南相馬市の中高生を対象
にした「水素」がテーマのワークショッ
プ・社会科見学の一環として、
FH2R施設見学会を実施。
QuizKnockのメンバーと水素社会
実現に向けた取組を楽しく学習。

関連動画リンク：https://www.youtube.com/watch?v=jk7sY4D1sb4

https://kankyosaisei.env.go.jp/next/sonosakitours/report/05.html
https://kankyosaisei.env.go.jp/next/sonosakitours/report/05.html
https://twitter.com/TOYOTA_GR/status/1649360407013003264
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/550321.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/550321.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/550321.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=jk7sY4D1sb4
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➢ 各種メディアを活用し、普段水素エネルギー分野にあまり馴染みのない一般層をターゲットとした情報発信を強化。様々な機会・体験を通じて、
水素及びNEDOの取組について積極的にPRを実施。

●新聞広告
高校生向け教育プログラムの様子を読売新聞、
朝日新聞、日本教育新聞で広告掲載。

●人気YouTuberとのコラボ動画
特に若年層をターゲットとして、人気YouTuber
（QuizKnock、はなおでんがん）とコラボした動
画企画を展開。2023年7月10日時点で計100
万再生を達成（動画アップから約4カ月）。

●TV出演
2022年12月放送のNHK BS1「国際報道2022」
にオンライン出演し、グリーン水素等の解説を行った。
出典：NHK BS1 「国際報道2022」より

●雑誌とのタイアップ
特に子育てママ層への情報発信を狙い、女性誌「VERY」
とのタイアップを実施。既に水素が日常生活で活躍している
事例などを紹介。（2021年9月7日発売号）

動画リンク：https://youtu.be/9e1lcW3Gdw4

動画リンク：https://youtu.be/Qz3iz62djDM

情報発信 各種メディアを活用した情報発信活動

https://youtu.be/9e1lcW3Gdw4
https://youtu.be/Qz3iz62djDM
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